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プラネットプラスワン
シネマ

プラネットプラスワンは一般的な映画館

とは仕組みが違い、個人経営で所蔵し

ていた古い作品を中心に字幕を付けて

上映しているシネマである。主に1895

～1970年までの映画歴史の中で重要な

作品(日本映画以外)を上映しており、映

画黄金時代といわれるこの時代の作品

の良さを多くの人に発信する為さまざ

まなこだわりを持って経営している。こ

こで見られる作品は、今はDVDやビデ

オで見る事も難しい古い作品が多く、ア

メリカ映画を中心にヨーロッパ映画ま

でその種類は幅広い。

また個人経営で映画を上映している形

態をとるのは日本ではここと神戸のみ。

映画の黄金時代、その頃は映像技術も

普及しておらず単純で分かりやすく、魅

力的なストーリーだけで見る人の心を

楽しませていた。現代の若者にもその

当時の映画を知り、楽しんでほしいとい

う信念の下で今日も映画を上映し続け

るのだ。

通常より狭く収容人数も多くはな
いがその分ゆったりと映画の世
界に没頭して鑑賞することができ
る。映し出される数々の映画黄金
時代の名作の世界に入り込んで見
てほしい。

映写室の中を特別の覗かせてい
ただいた。多くの機材やフィルム
がところ狭しと並べられ、ここで
オーナーの富岡さんが日々映画の
上映を行う。

プラネットプラスワンオーナーの
富岡さんは、映画について多くの
こだわりと情熱を持っておられて、
今の若者にも黄金時代の素晴らし
い映画を知ってほしいという思い
から上映を行っている。
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髙山文庫

高山文庫
書籍・雑貨
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高山文庫は主に洋装本を扱う古本屋であ

る。始業して35年、中崎町へ移動して8

年になる。書店内には天井まで伸びる大

きな本棚が連なっており、8千冊にもお

よぶ古書が収められている。古書は最近

のものから明治時代のものまで幅広い時

代のものがあり、見た事のない本と出会

う事が出来る。また、店内の随所には可

愛らしい小物やフィギュアが顔を覗かせ

ていて、本選びの合間の一息に、探して

みるのも楽しい。

「ペン画の兵隊」
表紙の、ペンで描かれた兵士
の絵と、本の古さに惹かれて
選びました。タイトルにもあ
る通り、戦時中の兵士のこと
が書かれていました。表紙に
「太田上等兵著」とあるので、
ノンフィクションのようです。

「江戸のデザイン　
木版摺りの華麗な意匠
ロマン・ムック２」
（1997 年 / 小学館）

タイトルに惹かれました。中を
開くと今の時代には無いおもし
ろい色合いや柄のデザインがた
くさんありました。時代は一周
するというので、今後もしかし
たら江戸デザインが流行るかも
しれないですね。

「幻想と怪奇」
（1973 年～ 1974 年 / 年歳月社）

）局版出会学文想幻/年3002～年2891（」学文想幻「

オカルト系の書物が集中している棚があり、怖い物見たさ
でついつい覗いてしまいました。レトロなデザインとイラ
ストがより神秘的な雰囲気を醸し出しています。

店主の高山義一さん。
おすすめの本を尋ねると、「本はお客さんが選ぶもの。ぜひ自分で
お気に入りを見つけてください」とのこと。代わりに最近読んだ
本を教えていただいた。

[ これからの「正義」の話をしよう ]
- マイケル・サンデル著 /鬼澤忍訳 /早川書房

映画に対するこだわりと情熱がいっぱい！
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